
 

新ホーム担任・副担任・学年所属の紹介 

いよいよ最高学年がスタートしました。進路決定、最後の行事、そして卒業。どの出来事にも「高校生活最

後」という意味が重なります。だからこそ、日々の時間を大切にし、一歩一歩を着実に積み重ねていくことが

大切です。そして、この 1 年は「自立」と「責任」がこれまで以上に問われる時期でもあります。自分で考

え、判断し、行動する。その積み重ねが、皆さんを大きく成長させてくれるはずです。「あの時、頑張ってよ

かった」と 3 月に笑い合えるように、今日からの一日一日を大切に過ごしていきましょう。 

 ３１ホーム ３２ホーム ３３ホーム ３４ホーム 

担  任 〇小島 采子 

(英語) 

八朔 桂一 

（工業） 

◎深見 大輔 

(工業) 

西井 陽一 

（理科） 

副 担 任 吉田 亮介 

（保健体育） 

金子 嘉苗 

（国語） 

細川 大潤 

（美術） 

中川 真緒 

（商業） 

学年所属 疋田 充（工業）、桑原 啓介（数学）、米光 浩（福祉）、客野 義和（工業） 

香林 貞子（商業）、江尻外茂治（国語）、林 信行（英語）  ※◎：学年主任 〇：副主任 

３年生として －未来の自分のために－ 

・笑顔で元気な挨拶を大切にする。 

・体調管理を徹底し、自己管理の意識を高める（安易に休まない）。 

・進路実現に向けて、見通しを持って早めに準備し、主体的に取り組む。 

・社会の出来事に関心を持ち、気づく力や考える力を高める。 

・身だしなみや日々の行動を整え、社会や将来を意識して過ごす。 

進路活動スタート 

 就職 進学 

４月 

５月 

６月 

７月 

 

８月 

 

９月 

ガイダンス（求人票の見方） ガイダンス 

ガイダンス（性格検査・SPI） ガイダンス（自己 PR 等） 

履歴書下書き開始、月末完成 志願書下書き開始 

求人票受理開始 

応募前見学、面接指導 

夏季補習、面接指導 

志望理由書 

履歴書作成 

面接指導 

進学推薦願申込書提出 

面接指導 

就職一般常識テスト 

面接指導 

就職試験開始 

進学受験開始（進学先ごとに時期は違います） 

面接指導 

大学・短大推薦出願開始（１１月） 

学年通信 
石川県立金沢北陵高等学校  第３学年 
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当初の予定 

 ４月９日（木） ４月１０日（金） ４月１３日（月） 

１限 基礎力診断テスト 
服装頭髪指導 等 

授業 

２限 基礎力診断テスト 授業 

３限 基礎力診断テスト テーマ研究オリエンテーション 授業 

４限 ＬＨ カード記入/進路希望調査登録 ＬＨ（ホーム役員選出） 授業 

５限 学年集会・進路ガイダンス ＬＨ 生徒会役員認証式 

６限 進学・就職ガイダンス ホーム写真撮影 LH 

 

４・５月行事予定 

日 曜 行事 日 曜 行事 

8 水 新任着任式/1 学期始業式/入学式 24 金 
大学等奨学生予約採用書類配布及び説明会

（15：15～） 

9 木 
第 1 回基礎力診断テスト/進路希望調査登録/進

路ガイダンス/第 1 回進学･就職ガイダンス 
25 土   

10 金 
テーマ研究オリエンテーション/服装頭髪指導/

ホーム写真撮影/個人写真撮影（未撮影者） 
26 日   

11 土   27 月   

12 日   28 火 遠足（雨天時火曜時間割） 

13 月 部紹介/ホーム役員選出/生徒会役員認証式 29 水 昭和の日 

14 火 登校指導① 30 木   

15 水 
登校指導②/実力診断テスト①(進)/ 就職模試

(就)/ヤングイーグル隊/尿検査（一次） 
1 金 

遠足予備日（雨天時金曜時間割）/1 学期中間

試験時間割発表 

16 木 
登校指導③/実力診断テスト②(進)/第 2 回就職

ガイダンス登校指導③/尿検査（予備日） 
2 土   

17 金 登校指導④/部登録 3 日 憲法記念日 

18 土   4 月 みどりの日 

19 日   5 火 こどもの日 

20 月 面談週間(～4/24)/服装頭髪再指導（該当者） 6 水 振替休日 

21 火 身体計測（午後） 7 木   

22 水   8 金 尿検査（一次・二次混合） 

23 木   9 土 
学校公開(水曜授業)/PTA 総会/第 2 回進学ガ

イダンス（外部）/第 3 回就職ガイダンス 

 

保護者の皆様へ 

高校生活も残すところあと１年となりました。お子様一人ひとりが大きく成長できる一年となるよう、温

かさと厳しさの両面を大切にしながら指導してまいります。 

また、ご家庭と学校が連携し、進路実現に向けて支えていくことが何より重要であると考えております。

引き続き、ご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 


